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　悪臭防止法に定められた悪臭物質の中のアセトアルデヒド、プロピオンアルデヒド、イソブチルア
ルデヒド、ノルマルブチルアルデヒド、イソバレルアルデヒド及びノルマルバレルアルデヒドの６種
類の測定方法は、各アルデヒドを２､４-ジニトロフェニルヒドラゾン誘導体としてミドルボアキャピ
ラリーカラムで分析する方法と、遊離状態のままワイドボアキャピラリーカラムで分析する方法があ
ります。

　弊社のキャピラリーカラムＵＬＢＯＮ　ＨＲ－１による分析例をご紹介します。

キャピラリーカラムによるアルデヒド類の分析（キャピラリーカラムによるアルデヒド類の分析（キャピラリーカラムによるアルデヒド類の分析（キャピラリーカラムによるアルデヒド類の分析（No.No.No.No.１）１）１）１）
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〒612-8307  京都市伏見区景勝町50番地
　　　　　 電　話　 075-621-2360
　　　　　 ＦＡＸ 075-602-2660
　　　　　 e-mail: info@shinwa-cpc.co.jp

分析条件
カラム　　 ： ＵＬＢＯＮ　ＨＲ－１

　 ０.２５ｍｍ×２５ｍ（０.２5μｍ）
カラム温度 ： ５０℃（１ｍｉｎ）→２００℃（２５℃/ｍｉｎ）

　２００℃→２５０℃（３℃/ｍｉｎ）
注入口温度 ： ２５０℃
検出器温度 ： ２６０℃（ＦＩＤ）
感度　　　 ： １０１×２３

試料注入量 ： １μｌ（スプリットレス）
キャリヤーガス ： Ｈｅ　２ｍｌ/ｍｉｎ
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■アルデヒド類２､４-ジニトロフェニルヒドラゾンの分析例■

　アルデヒドを２､４-ジニトロフェニルヒゾラゾン誘導体にするとき、ｓｙｎ　ａｎｔｉ異性体が生
成します。定量に際しては、それぞれのピーク面積を加えます。

　　　 １．ジフェニルアミン
　　　　　（内部標準物質）
　２　 ３．アセトアルデヒド
　４　 ６．プロピオンアルデヒド
　５　 ７．イソブチルアルデヒド
　８　 ９．ノルマルブチルアルデヒド
１０ １１．イソバレルアルデヒド
１２ １３．ノルマルバレルアルデヒド
　（各　１０ｐｐｍ　酢酸エチル溶液）
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■試料捕集の方法■

　先に揚げたクロマトグラムは、アルデヒド類２､４-ジニトロフェニルヒドラゾン標準溶
液を分析したものです。実際の試料を分析する場合は、次のような捕集操作を行います。

（１）試料の採取
　　　試料空気をテフロン又はポリエステル製の内容積５０Ｌの試料採取袋に採取する。
（２）試料捕集管
　　　２､４-ジニトロフェニルヒドラジン１ｍｇ及びりん酸５ｍｇを含浸させた３５～１
　　０５μｍの粒状オクタデシルシリル化シリカゲル０.５を内径１０ｍｍ 長さ４５ｍｍ
　　の樹脂製捕集管に充填し、両端にシリカウールをつめる。保存時には両端を密栓して
　　遮光する。
（３）試料の捕集
　　　試料採取袋に試料捕集管を接続し吸引ポンプで３０Ｌ吸引し試料を捕集する。
（４）試料の抽出
　　　試料捕集管に強カチオン交換樹脂管（４０～１００μｍの多孔性親水性ビニールポ
　　リマーを充填した内径１０ｍｍ長さ６０ｍｍの樹脂管）に接続し、試料捕集管側から
　　アセトニトリル６ｍｌを流し、試料捕集管内に生成したアルデヒド類の２､４-ジニト
　　ロフェニルヒドラゾンを溶出させる。
（５）ガスクロマトグラフ分析
　　　溶出液に小量の無水硫酸ナトリウムを加え脱水した後、窒素ガスを吹きつけて５０
　　μｌ程度まで濃縮する。これに酢酸エチル１ｍｌと内部標準液（ジフェニルアミン１
　　０ｍｇ／１００ｍｌ酢酸エチル溶液）８０μｌを加え、この液をガスクロマトグラフ
　　の分析に供する。
（６）検量線作成用アルデヒド２､４-ジニトロフェニルヒドラゾンの合成
　　　２､４-ジニトロフェニルヒドラゾン１ｇ及び濃硫酸２ｍｌを５ｍｌのエタノールに
　　溶かした液に、それぞれのアルデヒド２００～４００ｍｇを溶かしエタノール５ｍｌ
　　を加えて攪拌する。すぐに黄色の沈殿が生じるので吸引ろ過する。これを十分な水と
　　小量のエタノールで洗浄した後、エタノール中で再結晶させる。乾燥後遮光して保存
　　する。

　　以上は環境庁告示第７２号別表第４に掲げる方法の中の２､４-ジニトロフェニルヒド
　ラゾン誘導体として分析する方法を要約したものです。
　　詳細は平成５年９月８日発行の官報を参照して下さい。


